
                       

 

 

 

 

 
4 月の始業式・入学式から新年度がスタートし、全国

学力・学習状況調査、授業参観（PTA 総会）、1 年生宿

泊学習、市民大会など、さまざまな行事がありました。 

明日、5 月 24 日（土）・25 日（日）の両日に行われ

る地区中総体に向けて、多くのお子さんはこれまで練習

に励んできました。この時期の取組は、中学校生活の大

きな思い出の一つとして残ることはもちろん、お子さん

一人一人の心身の成長にもつながります。目標に向かっ

て仲間とともに努力することに大きな価値があり、 

お子さんが何かを得る貴重な機会となるはずです。 

 これまでの休日の練習や大会・練習試合の送迎をはじめ、保護者の皆様には日頃より部活動

への御理解と御協力をいただき、心より感謝申し上げます。ぜひ大会当日は、お子さんの活躍

を御覧いただくとともに、温かい御声援をお願 

いします。 

なお、地区中総体の日程および会場は以下のとおりです。 

 

学校市民大会から 

 

5 月 20 日（火）、令和 7 年度学校市民大会が開催されました。令和 6 年度の学校市活動報告

部活動名 会場 日程（第１試合開始時間） 

野球 気仙沼市営球場 24 日（土）：1 回戦 対面瀬中・志津川中 9:00～ 

バレー ベイサイドアリーナ 24 日（土）：１回戦 対唐桑中 10:00～ 

バスケ男子 ケー・ウェーブ 24 日（土）：試合なし 25 日（日）：準決勝 津谷中対面瀬中の勝者 10:30～ 

バスケ女子 ケー・ウェーブ 24 日（土）：1 回戦 対志津川中 10:35～ 

卓球男子 本吉総合体育館 24 日（土）：団体戦 対面瀬中 10:00～ 25 日（日）：個人戦 

卓球女子 本吉総合体育館 24 日（土）：団体予選リーグ 対面瀬中 10:00～ 25 日（日）：個人戦 

 ソフトテニス男子 気仙沼市営コート 24 日（土）：個人戦 25 日（日）：団体戦予選リーグ 対面瀬中 8:30～ 

ソフトテニス女子 旧小泉中学校 24 日（土）：個人戦 25 日（日）：団体戦予選リーグ 対志津川中 8:30～ 

5 日（日）団体戦 サッカー 大川さくら運動公園 24 日（土）予選リーグ 対大谷中 12:30～ 
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1 年生宿泊学習から 



および学校市会計決算報告について承認を受けた後、令和

7 年度の学校市活動計画、各種委員会活動計画、部活動計

画、学校市会計予算、そして「目指す学校市像」が承認さ

れました。最後に、今年度の学校市テーマの発表がありま

した。今年度のテーマは、目指す学校市像である「個性豊

かで、互いの意見を大切にし、協力し合う学校市」にふさ

わしく、一人一人の個性や色を大切にすることが連想でき

る「Magic hour」となりました。「Magic hour」とは、日の出前後や日没後に空が魔法のように

美しく染まる時間帯のことです。また、「Magic hour」には、オレンジ色のゴールデンアワーと

青色のブルーアワーの２種類があります。特にブルーアワーは、今年度限りとなる青色のジャー

ジを少しでも記憶に残したいという思いも込められており、このテーマが提案されました。お子

さん一人一人が学校市の中で活発に活動し、輝ける一年となるよう、今後とも、学校市の活動へ

の御理解と御協力をお願いします。 

 

教育実習から 

 

国語科の山内望愛先生（宮城学院大学 4 年生）を迎

え、5 月 12 日（月）から 5 月 30 日（金）までの 15 日

間、教育実習を行っています。山内先生は 1 年 3 組に所

属し、1 年生の国語を担当しています。最初の 1 週間は

緊張した様子も見られましたが、今ではすっかりクラス

にも溶け込み、実習生だけでなく、お子さん方にとって

も多くのことを学べる貴重な機会となっています。 

 

学校運営協議会から 

 

4 月 30 日（水）、第 1 回学校運営協議会（保護者や地域

住民などが学校運営に参画し、学校と地域が一体となって、

より良い学校づくりを進めるための機関）が開催されまし

た。当日は、委員の方々への委嘱状の交付の後、学校概要の

説明や本年度の学校運営協議会の活動について、活発な話

し合いが行われました。昨年度は統合初年度であったため、

協議会設置の準備が主な内容となりましたが、今年度から

は少しずつ活動を本格化していく予定です。委員の方々や

学校運営協議会の組織図については、別紙を御参照ください。今後、保護者の皆様に御協力をお

願いする際には、お声掛けさせていただきますので、引き続きの御理解と御協力をお願いします。 


